
あ
み
創
業
セ
ミ
ナ
ー

　

コ
ロ
ナ
禍
で
各
種
事
業
の
見
送
り
が
相
次
ぐ
中
、

当
会
窓
口
で
は
創
業
相
談
が
多
か
っ
た
事
も
あ
り
、

本
事
業
に
つ
い
て
は
感
染
症
対
策
を
講
じ
て
例
年
通

り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
（
９
月
末
〜
12
月
上
旬
）

　

創
業
者
と
し
て
の
心
構
え

を
学
習
す
る
プ
レ
セ
ミ
ナ
ー

と
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得

及
び
創
業
計
画
を
策
定
す
る

全
７
回
の
創
業
ス
ク
ー
ル
と

し
て
、
メ
イ
ン
講
師
に
中
小

企
業
診
断
士
の
初
鹿
野
浩
明

氏
を
迎
え
た
他
、
税
理
士
・

社
会
保
険
労
務
士
等
専
門
家

 
・
日
本
政
策
金
融
公
庫
・
信

用
保
証
協
会
の
職
員
に
よ
る

講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
発
表
会
で
は
、
各
発

表
に
対
す
る
熱
心
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
、
会
場

内
は
創
業
者
ら
し
い
熱
量
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
修
了
後
、
受
講
生
同
士
の
ラ
イ
ン
グ
ル

ー
プ
が
形
成
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
の
創
業
や
経
営
相

談
、
そ
し
て
交
流
・
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

少
人
数
制

創
業
ス
ク
ー
ル

プレセミナー受講風景

商
業
部
会　
　
　
　

◎
石
部
克
彦
○
緑
川
翔

・
大
久
保
聡 

サ
ー
ビ
ス
業
部
会　

◎
宮
本
和
浩
○
髙
山
聡
・
バ
リ
ン
ダ
ー
シ
ン
グ

工
業
部
会　
　
　
　

◎
天
田
充
春
○
佐
藤
勲

・
中
川
勇

建
設
業
部
会　
　
　

◎
杉
原
栄
司
○
中
村
孝
一

・
渡
辺
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
◎
部
会
長
／
○
副
部
長　

敬
称
略
】

商
業
部
会　
　
　
　

◎
石
部
克
彦
○
緑
川
翔

・
大
久
保
聡 

サ
ー
ビ
ス
業
部
会　

◎
宮
本
和
浩
○
髙
山
聡
・
バ
リ
ン
ダ
ー
シ
ン
グ

工
業
部
会　
　
　
　

◎
天
田
充
春
○
佐
藤
勲

・
中
川
勇

建
設
業
部
会　
　
　

◎
杉
原
栄
司
○
中
村
孝
一

・
渡
辺
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
◎
部
会
長
／
○
副
部
長　

敬
称
略
】
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○
や
き
い
も
ゆ
は
ら　
　
　
　

・
・
・
・
・
湯
原　

寛
（
若
栗
）

　

○
ベ
ル
パ
ン　
　
　
　
　
　
　

・
・
・
・
・
鈴
木
勝
成
（
本
郷
）

■ 
 

サ
ー
ビ
ス
業
部
会 

 

■

　

○
一
般
社
団
法
人 

ヒ
ポ
ト
ピ
ア
・
・
・
・
・
小
泉
弓
子
（
上
長
）

　

○
イ
ン
ド
キ
ッ
チ
ン　

ナ
ン 

・ 

カ
レ
ー
ハ
ウ
ス

　
　

  （
Ｎ
Ｅ
Ｗ 

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｎ 

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｓ
㈱
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
カ
ク
レ
ル 

ラ
ム 

ク
リ
シ
ュ
ナ
（
中
郷
東
）

　

○
み
か
く　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
・
・
・
旭
則 

 

明
（
二
区
）

　

○
㈱
武　

洋　
　
　
　
　
　
　

・
・
・
・
・
根
本
佳
典
（
立
ノ
越
）

　

○
か
す
み
が
う
ら
会
計　
　
　

・
・
・
・
・
池
田
真
大
（
二
区
）

　

○
や
き
と
り
大
吉　
　
　
　
　

・
・
・
・
・
本
橋
千
浪
（
中
郷
東
）

　

○
ｈ
ａ
ｉ
ｒ
ｓ
ａ
ｌｏ
ｎ　
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
・
・
山
﨑
涼
子
（
本
郷
）

　

○
沼
尻
産
業
㈱　
　
　
　
　
　

・
・
・
・
・
沼
尻
年
正
（
福
田
）

　

○
司
関
工
業
所　
　
　
　
　
　

・
・
・
・
・
司
関
周
男
（
二
区
）

■ 
 

工 

業 

業 

部 

会 
 

■

　

○
ウ
ェ
ル
テ
ッ
ク
・
・
セ
ー
ン
カ
ム 

ウ
ッ
テ
ィ
チ
ャ
イ
（
三
区
）

■ 
 

建 

設 

業 

部 

会 
 

■

　

○
霞
南
総
建　
　
　
　
　
　
　

・
・
・
・
・
阿
部
憲
靖
（
中
央
）

　

○
古
川
電
気
管
理
事
務
所　
　

・
・
・
・
・
古
川
義
明
（
中
央
）

　

○
設
備
屋　

松
風　
　
　
　
　

・
・
・
・
・
中
泉
和
喜
（
上
郷
）

　

○
大
和
田
住
設　
　
　
　
　
　

・
・
・
・
・
大
和
田
政
裕
（
若
栗
）

　

【
阿
見
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
申
込
を
受
付
中
】

　

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
に

よ
る
深
刻
な
影
響
を
受
け
た
地
域

経
済
の
活
性
化
と
、
町
民
へ
の
支

援
を
目
的
と
し
た
「
阿
見
町
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
」
を
11
月
22
日
よ

り
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

　

商
品
券
は
１
冊
１
万
円
で
20
％

の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
つ
い
て
１
万
２

千
円
分
の
お
買
い
物
が
で
き
、
町

内
加
盟
店
と
あ
み
プ
レ
ミ
ア
ム
・

ア
ウ
レ
ッ
ト
で
利
用
で
き
ま
す
。

商
品
券
の
購
入
期
間
は
1
月
31
日

（
月
）
ま
で
、
利
用
期
間
は
2
月

　

 

【
加
盟
店
へ
の
お
知
ら
せ
】

 

商
品
券
の
換
金
予
約
も
受
付
中

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
換
金
に

つ
い
て
は
、
毎
週
火
・
金
曜
日
（
祝

祭
日
除
く
）
に
電
話
で
の
予
約
に

て
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
最
終

換
金
日
は
令
和
４
年
３
月
15
日

（
火
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
期

日
を
過
ぎ
た
商
品
券
の
換
金
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め
の
ご
予

約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

28
日
（
月
）
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、

予
定
数
量
に
達
す
る
ま
で
購
入
申

込
み
を
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

＜産 業 全 体＞
◇大幅悪化から回復に転じるも
原材料高など懸念材料が多い◇
　全般的に、前年同期と比較し
ても、まだ、本格的な改善には
程遠く、いまだ厳しい状況が続
いている。全国的に行動制限が
緩和され始め、回復に期待を寄
せる事業者が多い。しかし、原
材料価格の高騰や資材の調達難
が、全業種業況に悪影響を与え
ているとの声が寄せられた。

＜製　造　業＞
◇一部業種が好調も、人手不足
など様々な課題が残る◇
　食料品関連は、天候不順によ
る原材料価格高騰が続き、同業
種間の仕入競争もあり今後もこ
の状況が続くと考えられる。機

械・金属関連は半導体関連の受
注は好調で、繁忙な状況が続い
ているが、設備の老朽化や人手
不足が課題である。繊維関連は、
季節ものの受注は動いている
が、外出自粛の影響で業界全体
で売上が低迷している。

＜建　設　業＞
◇受注は好調も、原材料価格高
や資材調達難で採算に苦しむ◇
　一般住宅工事や土木工事で
は、ある程度の受注は確保でき
ているが、資材と燃料の高騰で
採算や資金繰りが悪化している。
　また、設備関連ではコロナ禍
の影響により、海外からの資材
供給が寸断され納品の目途が立
たず、工期等が延長となり、売
上にも大きく響いた。

＜小　売　業＞
◇若干上向きも、低迷から脱却
できていない◇
　食料品関連は、巣ごもり需要
で多少売上は確保しているが天
候不順で野菜を始め生鮮食品の
仕入価格が高騰した。衣料品関
連は、生産調整等の影響で仕入
難から機会損失が多く発生し、
サービス業に比べ支援策が少な
く、資金繰りが悪化している。

＜サービス業＞
◇大幅な悪化から回復に転じる
が、気の抜けないサービス業◇
　ＧｏＴｏキャンペーン等が実
施されていた前年同期と比較す
ると売上は大きく減少したが、
宿泊業では感染者数の急減等に
伴い予約客が増加している。緊
急事態宣言の全面解除に向け準
備を進めて行くとの声が多い。

●開催期間／令和４年１月４日（火）～１月２０日（木）

　　　　　　　　　　　　※但し、土曜日・日曜日・祝日を除く

●時　　間／午前９時～午後４時

●開催場所／阿見町商工会　電話029－887－0552

0570-008656（ナビダイヤル）または（03）5321-8656

　高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象とし
た公的な融資制度です。おこさま１人につき350万円以内を、
固定金利（年1.65％【令和３年11月1日現在）】で利用でき、
在学期間内は利息のみのご返済とすることができます。
　詳しくは「国の教育ローン」で検索していただくか、下記の
コールセンターへお問合せ下さい。

日本政策金融公庫からのご案内日本政策金融公庫からのご案内国の教育ローン国の教育ローン国の教育ローン国の教育ローン

商工あみ令和4年1月1日 （２）第86号


